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指導者に関する規則 改正(案)               加筆     修正；     削除；          （協議）資料№3 

指導者に関する規則(現行) ＪＦＡ公認指導者登録制度(現行) 指導者に関する規則(改正案) 備考 

 

 

 

第１条 〔目 的〕 

本規則は、公益財団法人日本サッカー協会（以

下「本協会」という）に登録された指導者（以

下「指導者」という）の資格及び地位に関する

事項について定める。 

 

 

第２条 〔指導者の養成〕 

１．本協会は、指導者の資質及び指導力の向上

を図り、サッカーの普及及び振興を促進す

るため、指導者養成事業を行う。 

２．本協会による指導者養成事業（指導者講習

会開催、ライセンスの認定及びライセンス

適格性の再審査等）は、本協会技術委員会

がこれを所管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本協会基本規定第 177 条に基づき、公認指導者

登録制度について以下の通り定める。 

１．登録義務 

全ての有資格者指導者は、指導者登録を行

わなければならない。 

 

 

第 1節 総則 

第１条 〔目 的〕 

本規則は、公益財団法人日本サッカー協会（以

下「本協会」という。）に登録された指導者（以

下「指導者」という。）の資格及び地位に関する

事項について定める。 

 

 

第２条 〔指導者の養成〕 

１． 本協会は、指導者の資質及び指導力の向上

を図り、サッカーの普及及び振興を促進す

るため、指導者養成事業を行う。 

２． 指導者養成事業とは、指導者講習会開催、

ライセンスの認定及びライセンス適格性の

再審査等をいう。 

３． 本協会による指導者養成事業は、本協会技

術委員会がこれを所管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．登録義務は、

第８条に変更 
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第３条 〔ライセンスの種類〕 

１．本協会が認定する指導者ライセンスの種類

は、次のとおりとする。 

(１) Ｓ級コーチライセンス 

(２) Ａ級コーチジェネラルライセンス 

(３) Ａ級コーチＵ－１５ライセンス 

(４) Ａ級コーチＵ－１２ライセンス 

(５) Ｂ級コーチライセンス 

(６) Ｃ級コーチライセンス 

(７) Ｄ級コーチライセンス 

(８) キッズリーダー 

(９) フットサルＢ級コーチライセンス 

(10) フットサルＣ級コーチライセンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本協会が認定する指導者付加ライセンス（前

項の指導者ライセンスの種類と合わせて、以下

「ライセンス」と総称することがある。）の種類

 

２．登録区分 

本協会における指導者ライセンス登録区分

は以下の通りとする。 

（１） S級コーチ［日本体育協会 公認上

級コーチ］ 

（２） A級コーチ［日本体育協会 公認上

級コーチ］ 

（３） B級コーチ［日本体育協会 公認コ

ーチ］ 

（４） C級コーチ［日本体育協会 公認指

導員］ 

（５） D級コーチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 ライセンス 

第３条 〔ライセンスの種類〕 

１． 本協会が認定する指導者ライセンスの種類

は、次のとおりとする。 

(１) Ｓ級コーチライセンス 

［公益財団法人日本体育協会(以下｢日

体協｣という。)公認上級コーチ］ 

(２) Ａ級コーチジェネラルライセンス 

［日体協公認上級コーチ］ 

(３) Ａ級コーチＵ－１５ライセンス 

［日体協公認上級コーチ］ 

(４) Ａ級コーチＵ－１２ライセンス 

［日体協公認上級コーチ］ 

(５) Ｂ級コーチライセンス 

［日体協公認コーチ］ 

(６) Ｃ級コーチライセンス 

［日体協公認指導員］ 

(７) Ｄ級コーチライセンス 

(８) キッズリーダー 

(９) フットサルＢ級コーチライセンス 

［日体協公認コーチ］ 

(１０) フットサルＣ級コーチライセンス 

［日体協公認指導員］ 

 

２．本協会が認定する指導者付加ライセンス（前

項の指導者ライセンスの種類と合わせて、以下

「ライセンス」と総称することがある。）の種類
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は、次のとおりとする。 

(１) ゴールキーパーＡ級コーチライセンス 

(２) ゴールキーパーＢ級コーチライセンス 

(３) ゴールキーパーＣ級コーチライセンス 

 

 

 

 

 

 

 

３．前項各号の指導者付加ライセンスは、次の

場合付加される。 

(１) 第１項第１号から第５号のライセンス保

有者で、ゴールキーパーＡ級コーチ養成

講習会に合格した者に、前項第１号のゴ

ールキーパーＡ級コーチライセンスが付

加される。 

(２) 第１項第１号から第５号のライセンス保

有者で、ゴールキーパーＢ級コーチ養成

講習会に合格した者に、前項第２号のゴ

ールキーパーＢ級コーチライセンスが付

加される。 

 (３) 第１項第１号から第６号のライセンス保

有者で、ゴールキーパーＣ級コーチ養成

講習会に合格した者に、前項第３号のゴ

ールキーパーＣ級コーチライセンスが付

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、次のとおりとする。 

(１) ゴールキーパーＡ級コーチライセンス 

(２) ゴールキーパーＢ級コーチライセンス 

(３) ゴールキーパーＣ級コーチライセンス 

(４) Ａ級コーチＵ－１５ライセンス、Ａ級コ

ーチＵ－１２ライセンス又はキッズリ

ーダー保有者が、それぞれの指導者ライ

センスに対して上位のライセンスを保

有する場合におけるこれらのライセン

ス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３条３項は、第

４条３項に記載箇

所を変更 
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加される。 

 

 

第４条 〔ライセンスの認定〕 

１．本協会は、第８条に定められた所定の講習

会を終了し、本協会技術委員会にて適格と

認められた者に対し、前条第１項第１号か

ら第５号、第９号及び第 10 号の指導者ラ

イセンス並びに前条第２項第１号から第３

号の指導者付加ライセンスを認定する。 

２．本協会は、本協会、都道府県サッカー協会

並びに本協会が認定した本協会関連団体及

び教育機関が主催する講習会を終了し、主

催団体において適格と認められたものに対

し、前条第１項第６号から第８号の指導者

ライセンスを認定する。 

 

３．前項各号の指導者付加ライセンスは、次の

場合付加される。 

(１) 第１項第１号から第５号のライセンス保

有者で、ゴールキーパーＡ級コーチ養成

講習会に合格した者に、前項第１号のゴ

ールキーパーＡ級コーチライセンスが付

加される。 

(２) 第１項第１号から第５号のライセンス保

有者で、ゴールキーパーＢ級コーチ養成

講習会に合格した者に、前項第２号のゴ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４条 〔ライセンスの認定〕 

１． 本協会は、第５条に定められた所定の講習

会を終了し、本協会技術委員会にて適格と

認められた者に対し、前条第１項第１号か

ら第４号、第９号及び前条第２項第１号か

ら第３号の指導者付加ライセンスを認定

する。 

２． 本協会は、本協会、都道府県サッカー協会

又は本協会が認定した団体が主催する講

習会を修了し、主催団体において適格と認

められた者に対し、前条第１項第５号から

第８号及び第 10 号の指導者ライセンス

を認定する。 

 

３．前条第２項各号の指導者付加ライセンス

は、次の場合付加される。 

(１) 前条第１項第１号から第５号のライセ

ンス及びゴールキーパーＢ級ライセン

ス保有者で、ゴールキーパーＡ級コーチ

養成講習会に合格した者に、前項第１号

のゴールキーパーＡ級コーチライセン

スが付加される。 

(２) 前条第１項第１号から第５号のライセ

ンス及びゴールキーパーC 級ライセン

 

 

 

 

 

 

B級、フットサル C

級は都道府県協会

等での開催を視野

に入れて変更 
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ールキーパーＢ級コーチライセンスが付

加される。 

 (３) 第１項第１号から第６号のライセンス保

有者で、ゴールキーパーＣ級コーチ養成

講習会に合格した者に、前項第３号のゴ

ールキーパーＣ級コーチライセンスが付

加される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス保有者で、ゴールキーパーＢ級コーチ

養成講習会に合格した者に、前項第２号

のゴールキーパーＢ級コーチライセン

スが付加される。 

(３) 前条第１項第１号から第６号のライセ

ンス保有者で、ゴールキーパーＣ級コー

チ養成講習会に合格した者に、前項第３

号のゴールキーパーＣ級コーチライセ

ンスが付加される。 

(４) 前条第１項第１号又は第２号のライセ

ンス保有者が、前条第１項第３号のライ

センスを保有する場合は、前条第１項第

３号のＡ級コーチＵ－１５ライセンス

を指導者付加ライセンスとする。 

(５) 前条第１項第１号から第３号のライセ

ンス保有者が、前条第１項第４号のライ

センスを保有する場合は、前条第１項第

４号のＡ級コーチＵ－１２ライセンス

を指導者付加ライセンスとする。 

(６) 前条第１項第１号から第７号のライセ

ンス保有者が、前条第１項第８号のライ

センスを保有する場合は、前条第１項第

８号のキッズリーダーを指導者付加ラ

イセンスとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３条２項４号の

指導者付加ライセ

ンスを保有する際

の規定を整理 
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第５条 〔ライセンス保有者の登録義務〕 

本協会がライセンスを認定した指導者は、ＪＦ

Ａ公認指導者登録制度に基づき、本協会に登録

しなければならない。ただし、第３条第１項第

８号に定めるキッズリーダーの登録について

は、この限りではない。 

 

 

第８条 〔講習会の実施〕 

ライセンス取得のための講習会の実施及びライ

センス取得後の研修会に関することは、理事会

において別に定める。 

 

 

 

第６条 〔ライセンス保有者の設置義務〕 

加盟チームは、それぞれ本協会が認定したライ

センスを保有する者を監督又はコーチとして置

くように努めなければならない。 

 

 

第７条 〔参加義務〕 

加盟チームは、その監督及びコーチを、本協会

が実施する指導者講習会及びライセンス取得後

の研修会に参加させるよう努めなければならな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５条 〔講習会の実施〕 

ライセンス認定のための講習会及びライセンス

認定後の研修会（以下「リフレッシュ研修会」

という。）に関する事項は、理事会において別に

定める。 

 

 

第３節 加盟チームの義務 

第６条 〔ライセンス保有者の設置義務〕 

加盟チームは、それぞれ本協会が認定したライ

センスを保有する指導者を監督又はコーチとし

て置くように努めなければならない。 

 

 

第７条 〔講習会等への参加〕 

加盟チームは、その監督及びコーチを、本協会

が実施する指導者養成講習会及びリフレッシュ

研修会に参加させるよう努めなければならな

い。 

 

 

第５条 〔ライセン

ス保有者の登録義

務〕は、第８条へ

変更し、｢ＪＦＡ公

認指導者登録制

度｣を削除 

 

 

第８条は、第５条

へ変更 
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第５条 〔ライセンス保有者の登録義務〕 

本協会がライセンスを認定した指導者は、ＪＦ

Ａ公認指導者登録制度に基づき、本協会に登録

しなければならない。ただし、第３条第１項第

８号に定めるキッズリーダーの登録について

は、この限りではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．登録義務 

全ての有資格者指導者は、指導者登録を行

わなければならない。 

 

 

 

 

３．登録有効期間 

（１） 登録有効期間は、登録手続き終了後

から 1年間とする。 

（２） 登録有効期間中に上位ライセンス

を取得した場合も、有効期間は前ラ

イセンスの登録有効期間までとす

る。 

（３） 登録有効期間の終了する 2 ヶ月前

（例：登録期間が、～4月 30日まで

の場合、2月末日まで）に本人から

書面による申し出がない限り、自動

的に更新することとする。 

 

 

４．登録料 

登録料は以下の通りとする。 

（１） S級コーチ：１０，０００円／年間 

（２） A級コーチ： ５，０００円／年間 

 

第４節 指導者の登録 

第８条 〔ライセンス保有者の登録義務〕 

本協会がライセンスを認定した指導者は、本協

会に登録しなければならない。ただし、第３条

第１項第８号に定めるキッズリーダーは、この

限りではない。 

 

 

第９条 〔登録有効期間〕 

１． 登録の有効期間は、ライセンスの認定後の

翌奇数月１日から 1年間とする。 

２． 上位ライセンスへの昇級の場合の登録の有

効期間は、第 11条に従う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０条 〔登録料〕 

１． 登録料は以下のとおりとする。但し、指導

者付加ライセンスは登録料の支払い義務を

 

 

 

ＪＦＡ公認指導者

登録制度を削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．登録有効期間

(3)を削除 
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（３） B級コーチ： ５，０００円／年間 

（４） C級コーチ： ５，０００円／年間 

（５） D級コーチ： ３，０００円／年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．登録料納付方法 

（１） 登録指導者本人が指定した金融機

関から、本協会の定めた時期に所定

の登録料を自動引落しすることに

免れるものとする。また、キッズリーダー

の登録は任意とする。 

(１) Ｓ級コーチ： １０，０００円／年間 

(２) Ａ級コーチジェネラル： ５，０００円／

年間 

(３) Ａ級コーチＵ－１５： ５，０００円／年

間 

(４) Ａ級コーチＵ－１２： ５，０００円／年

間 

(５) Ｂ級コーチ： ５，０００円／年間 

(６) Ｃ級コーチ： ５，０００円／年間 

(７) Ｄ級コーチ： ３，０００円／年間 

(８) キッズリーダー： ３，０００円／年間 

(９) フットサルＢ級コーチ： ５，０００円／

年間 

(１０) フットサルＣ級コーチ：５，０００円

／年間 

２．サッカー及びフットサル両方のライセンス

を保有している指導者は、それぞれのライ

センスについて登録料を支払う。 

３．登録料の納付方法は、本協会が別途定める

ものとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢5．登録料納付方

法｣を｢第 10条登録

料｣に統合。 

納付方法自体は公
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よって指導者登録料を納付する。但

し新規に指導者ライセンスを取得

した場合、初年度の登録料に限り主

管者を通じて本協会に納付するこ

ととする。 

（２） 自動引落しにより登録料を納付す

る際には、別に自動引落し手数料と

して１５０円を納付する。 

（３） Ａ／B／Ｃ級コーチは、登録料５，

０００円の中から４５０円を本協

会より日本体育協会に納付するも

のとする。 

 

 

６．登録区分の変更（上位ライセンス取得時） 

登録指導者が、上位ライセンスを取得した

場合の手続きについて以下の通り定める。 

（１） 本協会は、すみやかに上位ライセン

スのライセンス認定証を発行する。 

（２） 前ライセンスの登録有効期間中は、

上位ライセンスの指導者登録料を

追加納付せず、翌年の指導者登録料

から上位ライセンスの登録料を納

付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１１条 〔上位ライセンスへの変更〕 

指導者が、保有するライセンス(以下｢現ライセ

ンス｣という。)の上位ライセンスの認定を受け

た場合の登録の有効期間及び登録料の支払いは

以下のとおりとする。 

（１） 指導者が上位ライセンスの認定を受け

た場合、当該上位ライセンスの登録の有

効期間は、認定後の翌奇数月１日から有

効とする。 

（２） 第 1号の有効期間は、現ライセンスの有

効期間の終了時から 1年間とする。 

（３） 現ライセンスの有効期間中に上位ライ

センスの認定を受けた場合、上位ライセ

式 WEB サイトなど

において告知する

こととする 
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第８条 〔講習会の実施〕 

ライセンス取得のための講習会の実施及びライ

センス取得後の研修会に関することは、理事会

において別に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．海外居住者 

（１） 海外に居住する場合でも登録を義

務付けられるものとする。 

（２） リフレッシュポイントの獲得義務

は書面の提出をもってこれを免除

する。 

（３） テクニカルニュースの海外送付は

行わず、国内の指定場所に送付す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

11．海外ライセンス取得者 

（１） 日本以外の国で指導者ライセンス

ンスの登録料は、現ライセンスの次回納

付時に納付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１２条 〔海外居住者〕 

１． 海外に居住する指導者が、指導者登録の継

続を希望する場合は、海外渡航前かつ第１

８条のライセンスの有効期間内に海外居住

申請手続きを行わなければならない。また、

帰国後は速やかに帰国申請手続きを行わな

ければならない。 

２． 第１８条に定めるリフレッシュポイントの

獲得義務は前項の海外居住申請手続きをも

ってこれを免除する。 

３． 第１項の手続きを行った場合であっても、

指導者登録料はこれを免除しない。 

４． テクニカル・ニュース等の海外送付は行わ

ない。なお、希望者には国内の指定場所に

送付する。 

 

第１３条 〔海外ライセンス保有者〕 

１． 日本以外のサッカー協会で発行された指導

 

 

 

 

第８条 〔講習会の

実施〕は、第５条

へ変更 

 

 

 

 

10．海外居住者は、

第１２条に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．海外ライセン

ス取得者は、第１
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を取得した者が、指導者登録を希望

する場合、これを認めるものとす

る。 

（２） 登録費は５，０００円／年間とす

る。 

（３） リフレッシュ研修会を受講するこ

とにより、4年間で４０ポイント獲

得しなければならない。 

 

 

 

 

 

12．登録抹消手続き 

登録を抹消する場合には、本人または代理

人から書面によって申し出るものとする。

その際、登録料の返金は一切行わないこと

とする。 

 

７．登録指導者の権利 

登録指導者は以下の権利を有する。 

（１） 機関誌「テクニカルニュース」購読

（2 ヶ月毎、原則奇数月の 20 日予

定） 

（２） 指導者専用サイト「JFAコミュニテ

ィ」の利用 

（３） コーチ・スクエアの利用 

者ライセンスを保有する者(以下｢海外ライ

センス保有者｣という。）が、テクニカル・

ニュースの提供及びリフレッシュ研修会の

受講のための登録を希望する場合は、本協

会技術委員会で審査の上、これを認めるも

のとする。 

２． 前項の場合において、登録料は５，０００

円／年とする。 

３． 前２項の場合において、海外ライセンス保

有者は、４年間でリフレッシュポイントを

４０ポイント獲得しなければならない。 

 

 

第１４条 〔登録抹消手続き〕 

登録を抹消する場合には、本人又は代理人から

所定の退会申請又は本協会が指定する方法によ

って申し出るものとする。その際、登録料の返

金は一切行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３条に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．登録抹消手続

きは、第１４条に

変更 

 

 

 

 

7．講習会の権利

は、サービス提供

に関する記載のた

め削除。 

公式 WEB サイトな

どにおいて、登録

指導者向けサービ

スとして告知 
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（４） リフレッシュ研修会の受講（ただ

し、Ｄ級コーチを除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５節 指導者インストラクターの資格 

第１５条 〔指導者インストラクターの種類〕 

本協会が認定及び管轄する指導者インストラク

ターの資格は、以下のとおりとする。 

(１) Ｓ級インストラクター 

(２) Ａ級ジェネラルインストラクター 

(３) Ａ級Ｕ－１５インストラクター 

(４) Ａ級Ｕ－１２インストラクター 

(５) Ｂ級インストラクター 

(６) ＧＫ－Ａ級インストラクター 

(７) ＧＫ－Ｂ級インストラクター 

(８) ＧＫ－Ｃ級インストラクター 

(９) ４７ＦＡインストラクター 

(１０) キッズリーダーインストラクター 

(１１) フットサルインストラクター 

 

 

第１６条 〔技能の区分〕 

１． Ｓ級インストラクターは、Ｓ級コーチ養

成講習会において、指導、評価及び認定

審査を務める技能を有するものとする。 

２． Ａ級ジェネラルインストラクターは、Ａ

級コーチジェネラル養成講習会におい

て、指導、評価及び認定審査を務める技

能を有するものとする。 

３． Ａ級コーチＵ－１５インストラクター

は、Ａ級コーチＵ－１５養成講習会にお

いて、指導、評価及び認定審査を務める

 

 

 

 

インストラクター

の種類、技能の区

分、認定方法を記

載 
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技能を有するものとする。 

４． Ａ級コーチＵ－１２インストラクター

は、Ａ級コーチＵ－１２養成講習会にお

いて、指導、評価及び認定審査を務める

技能を有するものとする。 

５． Ｂ級インストラクターは、Ｂ級コーチ養

成講習会において、指導、評価及び認定

審査を務める技能を有するものとする。 

６． ＧＫ－Ａ級インストラクターは、ＧＫ－

Ａ級コーチ養成講習会において、指導、

評価及び認定審査を務める技能を有する

ものとする。 

７． ＧＫ－Ｂ級インストラクターは、ＧＫ－

Ｂ級コーチ養成講習会において、指導、

評価及び認定審査を務める技能を有する

ものとする。 

８． ＧＫ－Ｃ級インストラクターは、ＧＫ－

Ｃ級コーチ養成講習会において、指導、

評価及び認定審査を務める技能を有する

ものとする。 

９． ４７ＦＡインストラクターは、Ｃ級及び

Ｄ級コーチ養成講習会において、指導、

評価及び認定審査を務める技能を有する

ものとする。 

１０． キッズリーダーインストラクターは、キ

ッズリーダー養成講習会において、指

導、評価及び認定審査を務める技能を有

するものとする。 

１１． フットサルインストラクターは、フット

サルＢ級及びフットサルＣ級コーチ養

成講習会において、指導、評価及び認定

審査を務める技能を有するものとする。 
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８．リフレッシュ研修会 

登録指導者（Ｄ級コーチを除く）は、リフ

レッシュ研修会を受講することによって、

指導者としてのレベルアップに務めなけれ

ばならない。また、一定期間内に所定のリ

フレッシュポイントを獲得しなければなら

ない。 

 

９．リフレッシュポイント 

（１）必要ポイント 

・ S級コーチ：４０ポイント／２年間 

・ A級コーチ：４０ポイント／４年間 

・ B級コーチ：４０ポイント／４年間 

・ C級コーチ：４０ポイント／４年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１７条 〔インストラクター資格の認定〕 

指導者インストラクターの資格は、本協会主催

のインストラクター研修会に参加し、適格と認

められた者に対して本協会が認定する。 

 

 

第６節 リフレッシュポイント 

第１８条 〔リフレッシュポイント〕 

１．登録指導者(Ｄ級コーチ及びキッズリーダ

ーを除く)は、リフレッシュ研修会の受講や

チームの指導等を通じ、指導者としてのレ

ベルアップに務めなければならない。また、

所定の期間内にリフレッシュポイントを獲

得しなければならない。 

２．必要ポイント数と獲得期間は下記のとおり

とする。 

(1) Ｓ級コーチ：４０ポイント／２年間 

(2) Ａ級コーチジェネラル：４０ポイント／

４年間 

(3) Ａ級コーチＵ－１５：４０ポイント／４

年間 

(4) Ａ級コーチＵ－１２：４０ポイント／４

年間 

(5) Ｂ級コーチ：４０ポイント／４年間 

(6) Ｃ級コーチ：４０ポイント／４年間 

(7) フットサルＢ級コーチ：４０ポイント／

４年間 
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（２）研修会ポイント 

・４０ポイント：2 日コース指導実践有リフレ

ッシュ研修会、カンファレンス、指導者海外

研修、ナショナルトレセン指導者研修 

・２０ポイント：１日コース指導実践有リフレ

ッシュ研修会、２日コース指導実践無リフレ

ッシュ研修会、Ｓ級リフレッシュ研修会 

・１０ポイント：１日コース指導実践無リフレ

ッシュ研修会 

・ ５ポイント：半日コース指導実践無リフレ

ッシュ研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) フットサルＣ級コーチ：４０ポイント／

４年間 

３．サッカーとフットサル両方のライセンスを

保有している指導者は、それぞれのライセ

ンスについて必要なリフレッシュポイント

を獲得しなければならない。 

 

 

第１９条 〔リフレッシュポイント獲得方法〕 

リフレッシュポイントは、リフレッシュ研修会

ポイントと指導ポイントから構成される。 

１． リフレッシュ研修会ポイント 

(1) リフレッシュ研修会の構成等は下記の

とおりとする。 

① リフレッシュ研修会は、講義、実技及び

指導実践の組み合わせで構成する。 

② 講義とは、インストラクター又はインス

トラクターが指定した者がインストラ

クター立ち合いの元で行う座学形式の

講習会方法をいう。 

③ 実技とは、インストラクターが指導を行

い、受講者がプレイヤーとして実技を行

う講習会方法をいう。 

④ 指導実践とは、受講者が指導を行う講習

会方法をいう。 

⑤ 講義、実技及び指導実践は、それぞれ 1

コマにつき 2時間程度とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「研修会ポイン

ト」を「リフレッ

シュ研修会ポイン

ト」へ、「その他ポ

イント」を「指導

ポイント」へ変更 

 

 

 

リフレッシュ講習

会の構成、実施方

法を定義 
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 (３)その他のポイント 

以下に該当する指導者は、次の条件で２０ポ

イント加算することができる。 

ただし、以下の複数に該当していても加算さ

れるポイントの上限は２０ポイントとする。 

【指導ポイント加算の対象となる指導者】 

⑥ 実技又は指導実践を行う場合は、講義を

併せて行う。 

 

 

(2) リフレッシュ研修会受講ポイント 

① 講義１回につき、５ポイントとする。 

② 実技１回につき、５ポイントとする。 

③ 指導実践１回につき、１０ポイントとす

る。 

④ １日で行う講習会で付与できるリフレ

ッシュポイントの合計は最大２０ポイ

ントとする。 

⑤ ２日以上に渡って行う講習会で付与で

きるリフレッシュポイントの合計は最

大４０ポイントとする。 

⑥ eラーニング 1講座につき、５ポイント

とする。なお、リフレッシュポイント獲

得期間内に e ラーニングで取得できる

ポイント数は最大１０ポイントとする。 

 

 

２． 指導ポイント 

指導ポイントの付与は、次のとおりとする。 

（１） 付与対象の指導者 

① 日本サッカー協会加盟チームの監督及

びコーチ 

② Ｓ級インストラクター 

 

 

 

 

 

 

ポイントの計算方

法を変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付与対象の指導者

を変更 
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・日本サッカー協会が認める 47FAインストラク

ター 

・日本サッカー協会および都道府県サッカー協

会が認めるトレセンスタッフ 

・日本サッカー協会加盟チームの監督かコーチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導ポイント加算の条件】 

・リフレッシュポイント獲得期限内に、一度だ

け 20ポイントの加算が可能。 

・リフレッシュポイント獲得期限内に、上記に

該当する指導者の実績があれば加算が可能。 

・ポイントの加算は、KICKOFF サイトから本人

が行い、加算期限は、リフレッシュポイント

獲得期限内とする。 

・資格復活時の不足リフレッシュポイントの獲

得としては認めない。 

 

 

③ Ａ級ジェネラルインストラクター 

④ Ａ級Ｕ－１５インストラクター 

⑤ Ａ級Ｕ－１２インストラクター 

⑥ Ｂ級インストラクター 

⑦ ＧＫ－Ａ級インストラクター 

⑧ ＧＫ－Ｂ級インストラクター 

⑨ ＧＫ－Ｃ級インストラクター 

⑩ ＪＦＡナショナルコーチングスタッフ 

⑪ ＪＦＡナショナルトレセンコーチ 

⑫ 上記以外で本協会技術委員会が認定し

たインストラクター 

⑬ ４７ＦＡインストラクター 

⑭ ４７ＦＡトレセンスタッフ 

 

 

（２） 指導ポイント付与の条件 

① 指導ポイントは２０ポイントとする。

なお、前号①から⑭のうち、複数の項

目に該当している場合であっても、付

与されるポイントの上限は２０ポイ

ントとする。 

② 第１８条２項に定めるリフレッシュ

ポイント獲得期間内に１回に限りポ

イントを付与することが出来る。な

お、当該ポイントを、第２５条２項に

定めるライセンス復活時の不足リフ

レッシュポイントとして加算するこ
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10．海外居住者 

（４） 海外に居住する場合でも登録を義

務付けられるものとする。 

（５） リフレッシュポイントの獲得義務

は書面の提出をもってこれを免除

する。 

（６） テクニカルニュースの海外送付は

とはできない。 

③ 前号①のポイントの付与は、チーム登

録責任者が当該ライセンス保有者を

コーチ登録することによって行う。 

④ 前号②から⑫に定めるポイントの付

与は、本協会が行う。 

⑤ 前号⑬及び⑭に定めるポイントの付

与は、都道府県サッカー協会が行う。 

⑥ サッカーチームフットサル登録制度

を利用するサッカーの第２種から第

４種（これらと同一年代の女子種別チ

ームを含む）種別の加盟チームに所属

するフットサルライセンス保有者に

ついては、サッカー及びフットサル両

方のライセンスについて、それぞれ２

０ポイントずつ付与できるものとす

る。但し、フットサルチームの指導に

よりサッカーライセンスのポイント

を加算することはできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導ポイントの対

象変更につき、付

与手続きと付与主

体を明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．海外居住者は、

第１２条に変更 
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第９条 〔遵守義務〕 

指導者は、次の事項を遵守しなければならない。 

（１） 法令、本協会基本規程及びこれに付随す

る諸規程等を遵守すること。 

（２） 選手個々の権利、尊厳及び価値を尊重

し、平等に取り扱うこと。 

行わず、国内の指定場所に送付す

る。 

 

11．海外ライセンス取得者 

（４） 日本以外の国で指導者ライセンス

を取得した者が、指導者登録を希望

する場合、これを認めるものとす

る。 

（５） 登録費は５，０００円／年間とす

る。 

（６） リフレッシュ研修会を受講するこ

とにより、4年間で４０ポイント獲

得しなければならない。 

 

12．登録抹消手続き 

登録を抹消する場合には、本人または代理

人から書面によって申し出るものとする。

その際、登録料の返金は一切行わないこと

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７節 指導者の遵守義務 

第２０条 〔遵守義務〕 

指導者は、次の事項を遵守しなければならない。 

(１) 法令、本協会基本規程及びこれに付随す

る諸規程等を遵守すること。 

(２) 選手個々の権利、尊厳及び価値を尊重し、

差別することなく平等に取り扱うこと。 

 

 

 

 

11．海外ライセン

ス取得者は、第１

３条に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．登録抹消手続

きは、第１４条に

変更 
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（３） 選手の福利及び安全を最優先で扱うこ

と。 

（４） 選手との相互の信頼を築き敬意をもっ

て接すること。 

（５） 選手が自分自身の行動に責任を持つよ

う指導すること。 

（６） 自らが指導し推奨する行動が、選手の年

齢、成熟度、経験及び能力に適合してい

ること。 

（７） 暴力・暴言を用いての指導を行わないこ

と。 

（８） 暴力・暴言を決して許容しないこと。 

（９） 暴力根絶の努力を継続すること。 

（１０） 暴力団など反社会的勢力とは一切関係

をもたないこと。 

（１１） 暴力団など反社会的勢力との取引及び

あらゆる不当要求を拒否すること。 

 

 

第 10 条 〔ライセンス保有者へのライセンス適

格性の再審査及び指導〕 

１．本協会は、次の各号に該当する場合、ライ

センス保有者に対するライセンス適格性の再審

査を行う。 

(１) 指導技能が低下したと認められる場合 

(２) 本規則第９条に違反する場合 

(３) 本規則第 12条に定める機関において懲罰

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 選手の福利及び安全を最優先で扱うこ

と。 

(４) 選手との相互の信頼を築き敬意をもって

接すること。 

(５) 選手が自分自身の行動に責任を持つよう

指導すること。 

(６) 自らが指導し推奨する行動が、選手の年

齢、成熟度、経験及び能力に適合してい

ること。 

(７) 暴力・暴言を用いての指導を行わないこ

と。 

(８) 暴力・暴言を決して許容しないこと。 

(９) 暴力根絶の努力を継続すること。 

(１０) 暴力団など反社会的勢力とは一切関

係をもたないこと。 

(１１) 暴力団など反社会的勢力との取引及

びあらゆる不当要求を拒否すること。 

 

 

第２１条 〔ライセンス保有者へのライセンス適

格性の再審査及び指導〕 

１．本協会は、次の各号に該当する場合、ライ

センス保有者に対するライセンス適格性の

再審査を行う。 

(１) 指導技能が低下したと認められる場合 

(２) 第２０条に違反する場合 

(３) 第２３条に定める機関において懲罰が科
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が科された場合 

(４) その他ライセンス適格性に疑義が生じた

場合 

 

 

２．本協会は、ライセンス適格性の再審査の結

果、ライセンス保有者に対して、次の指導を行

うことができる。 

(１) 注意（口頭による注意） 

(２) 厳重注意（文書による注意） 

(３) ライセンス停止（一定期間のライセンス停

止） 

(４) ライセンス降級（下位のライセンスへの変

更） 

(５) ライセンス失効（ライセンスを失効させる

が、資格の再取得は妨げない） 

 (６) 本項第１号から第５号に代えて、又は第

１号から第５号と併せて、一定期間の社

会奉仕活動への従事、書面による反省文

の提出その他必要な指導 

 

 

 

第 11 条〔ライセンスを保有しない指導者への

指導〕 

１. 本協会は、ライセンスを保有しない指導者

（加盟チームの監督及びコーチ等）が、次

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

された場合 

(４) その他ライセンス適格性に疑義が生じた

場合 

 

 

２．本協会は、ライセンス適格性の再審査の結

果、ライセンス保有者に対して、次の指導を行

うことができる。 

(１) 注意（口頭による注意） 

(２) 厳重注意（文書による注意） 

(３) ライセンス停止（一定期間のライセンス

停止） 

(４) ライセンス降級（下位のライセンスへの

変更） 

(５) ライセンス失効（ライセンスを失効させ

るが、本協会が指定する種類のライセン

スからの再取得は妨げない） 

(６) 本項第１号から第５号に代えて、又は第

１号から第５号と併せて、一定期間の社

会奉仕活動への従事、書面による反省文

の提出その他必要な指導 

 

 

 

第２２条〔ライセンスを保有しない指導者への

指導〕 

１． 本協会は、ライセンスを保有しない指導者

（①加盟チームの監督又はコーチとして登
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の各号に該当する場合、本条第２項に定め

る指導を行うことができる。 

(１) 本規則第９条に違反する場合 

(２) 本規則第 12 条に定める機関において懲

罰が科された場合 

 

 

 

 

 

２．前項の指導の内容は、次のとおりとする。 

(１) 注意（口頭による注意） 

(２) 厳重注意（文書による注意） 

(３) 本項第１号ないし第２号に代えて、又は

第１号ないし第２号と併せて、一定期間

の社会奉仕活動への従事、書面による反

省文の提出その他必要な指導 

 

 

第 12 条〔処 分〕 

 本協会の規律委員会、裁定委員会又は本協会基

本規程に従い本協会の規律委員会若しくは裁定

委員会から懲罰権を委任された都道府県協会等

の規律委員会は、本協会基本規程及び懲罰規程

に従い、指導者に対して懲罰を科すことができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

録された者、②公式戦の出場チームの監督、

コーチ、その他の指導者として登録された

者及び③第13条1項に基づき登録された海

外ライセンス保有者）が、次の各号に該当

する場合、本条第２項に定める指導を行う

ことができる。 

(１) 本規則第２０条に違反する場合 

(２) 本規則第２３条に定める機関におい

て懲罰が科された場合 

 

２．前項の指導の内容は、次のとおりとする。 

(１) 注意（口頭による注意） 

(２) 厳重注意（文書による注意） 

(３) 本項第１号ないし第２号に代えて、又

は第１号ないし第２号と併せて、一定

期間の社会奉仕活動への従事、書面に

よる反省文の提出その他必要な指導 

 

 

第２３条〔懲罰〕 

 本協会の規律委員会、裁定委員会又は本協会基

本規程に従い本協会の規律委員会若しくは裁定

委員会から懲罰権を委任された都道府県協会等

の規律委員会は、本協会基本規程及び懲罰規程

に従い、指導者に対して懲罰を科すことができ

る。 

 

ライセンスを保有

しない指導者の対

象に、②と③を追

加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称を、処分から

懲罰に変更 
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13．資格の失効 

以下の場合、登録が抹消され資格が取り消

される。 

（１） 公認指導者としてふさわしくない

行為があったと認められたとき 

（２） 登録料を納付しないとき 

（３） 期間内に所定のリフレッシュポイ

ントを獲得できなかったとき 

（４） 本人から書面による申し出があっ

たとき 

 

 

 

 

 

 

1. 14．資格の復活 

やむを得ない理由で、リフレッシュ期間内

にリフレッシュポイントを獲得できず資

格が失効した場合、資格復活の承認後、不

足したリフレッシュポイントを資格失効

日の翌日から 6ケ月以内に獲得すれば、失

効時のライセンスで新規登録（資格復活）

することができます。資格の復活に関する

詳細は、ホームページをご参照ください。 

 

第８節 ライセンスの失効と復活 

第２４条 〔ライセンスの失効〕 

１． 以下の場合、登録が抹消されライセンスが

取り消される。 

(１) 第１４条に定める登録抹消手続きがあ

ったとき 

(２) 本則第２１条２項５号の指導が行われ

たとき 

２． 以下の場合、ライセンスは認定又は更新さ

れないものとする。 

(１) 所定の期間内に登録料を納付しないと

き 

(２) 第１８条２項のリフレッシュポイント

獲得期限内に所定のポイントを獲得で

きなかったとき 

 

 

第２５条 〔ライセンスの復活〕 

やむを得ない理由により、前条２項に該当しラ

イセンスが認定又は更新されない場合であって

も、下記に基づきライセンスの認定又は更新を

受けることができる。その場合、保有していた

ライセンスの有効期間満了日の翌日(保有ライ

センスがない場合には、当初予定の効力発生日)

に遡って有効となる。 

(１) 第２４条２項１号の場合 

 

 

 

 

ライセンスの失効

は、ライセンスの

抹消手続きと、認

定又は更新手続き

が行われない場合

に変更 
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第 13 条〔改 正〕 

本規則の改正は、理事会の決議を経て、これを

行う。 

 

 

第 14 条〔施 行〕 

本規則は、２０１４年１１月１３日から施行す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 15．その他 

（１）既存の有資格者の登録手続き期限 

2004 年 3 月 31 日までに本協会公認指

所定の期間の最終日から６ヶ月以内に

登録料を納付すること。 

(２) 第２４条２項２号の場合 

リフレッシュポイント獲得期限の最終

日から６ヶ月以内に所定のリフレッシ

ュポイントを獲得すること。なお、この

場合においては、次のリフレッシュポイ

ント獲得期間内に獲得しなければなら

ないポイントには、１０ポイントが加算

される。 

 

第９節 附則 

第２６条〔改 正〕 

本規則の改正は、理事会の決議を経て、これを

行う。 

 

第２７条〔施 行〕 

 

本規則は、２０１４年１１月 13 日から施行す

る。 

 

 

［改正］ 

２０１６年３月１０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15．その他は、削

除 
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導者ライセンスを取得した指導者の登

録手続きの締め切りは、2005年 9月 30

日までとする。それ以降は、やむを得

ない事情がある場合を除き、登録する

ためには再度指導者ライセンスを取得

しなければ登録できないものとする。 

 

（２）旧公認準指導員から公認 C 級コーチ

への移行手続き 

 2004 年 3 月 31 日時点の本協会公認準

指導員は、公認 C 級コーチに移行するため

に 2005 年 3 月 31 日までに指定のレポート

を提出し、受理されなければならない。 

期日までに指定のレポートが受理され

ない場合、ペナルティとして登録して

から最初の 4 年間に限り取得すべきリ

フレッシュポイントを 40 ポイントに

20 ポイント追加し、60 ポイントとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


